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私はロジャースのいた米国カリ

フォルニア州サンディエゴにあっ

た Center for the Studies of the Person

（CSP）に 1972年 4月～ 1973年 3

月まで客員研究員として滞在した。

当時ロジャースは，エンカウンタ

ー・グループ（EG）をツールと

した世界平和プロジェクトに邁進

している時期だった。ロジャース

の最晩年期に接触したことをまず

明確にしておきたい。またアメリ

カ心理学会から職業貢献賞と科学

貢献賞の両賞を受賞しているただ

一人の心理学者であること，1987

年のノーベル平和賞の候補になっ

たことも明記しておきたい。

けじめのはっきりした人 私が

渡米して初めて CSP に出勤した

時，マリア・ボウエンと二人で，

正装して出迎えてくれたことに感

激した。以後ロジャースの正装姿

を私は見たことがない。また，帰

国のパーティを拙宅で開いた時，

CSP のスタッフを大勢連れてき

てくれたことも印象に残ってい

る。ベトナム人の心理学者が博士

号を取得した時も，ロジャース宅

著名なグループ実践家である日本

人夫妻が CSP にロジャースを訪

ねてきた時も，私が呼ばれて同席

した。話の内容は忘れてしまった

が，夫人の質問に何かロジャース

が応えると，彼女は身を乗り出し

て，ロジャースに抱きついたほど

であった。彼は微妙な人の気持ち

をよく理解できる人であった。

地球人ロジャース ロジャース

はアメリカ人というより国際人で

あった。しかし，英語以外の語学

が堪能ともきかない。CSP には

世界中から人が訪ねてくる。当時，

平和プロジェクトも世界的な広が

りをみせていた。世界平和に EG

の原理を生かし，解決ではなく，

人間としての相互理解を促進する

方法を採ることなどである。音楽

が世界共通に人類の心に響き，働

きかけるように，これは，人類共

通の人間の感情，気持ちに働きか

けて，相互理解を形成するアプロ

ーチといえよう。

生のデータに接触する大切さ

ロサンゼルスのある大学で行われ

た EG のプロジェクトが CSP 仲

間で「失敗だった」と言われてい

た。私も帰国して EGをやる気で

いたのでロジャースに聞いてみ

た。彼は「関心があるなら，紹介

するから現地で聞いておいで」と

言い，アドレスを教えてもらった。

責任者に聞くと，変化が起こって

いたがやめた教員が多く出たなど

の事実を知り，私には失敗か成功

かはよく判断できなかった。しか

し私が学んだことは，成功失敗に

とらわれず，事実をよく見たり感

じたりすることの大切さであった。

でパーティを開いていたことも思

い出す。私達を，人を大切にして

くれた感じが強く残っている。世界

中を動きまわっていた多忙のロジ

ャースの心遣いがありがたかった。

傍にいるだけのロジャース こ

れも渡米間もない頃，CSPのスタ

ッフの家でパーティがあった。庭

の芝生でビールを飲みながらの談

笑がご馳走の会である。青天の中

そよ風に吹かれ，二時間位立って

疲れてきて，妻と日本語で喋りは

じめていた。疲労感と孤独感もあ

った。ふと気がつくと，ロジャー

スが，缶ビールを片手に私達のと

ころに来ていた。これは話しかけ

るでもなく，私達の会話に耳を傾

けていただけだった。ロジャース

の来日講演の折，「アリガト」と

ぎこちない日本語を一度だけ聞い

た記憶があるので，その時日本語

は理解していなかったと思う。た

だの人としてそこにいてくれるロ

ジャースの存在感は私達に安心感

を与えてくれた。

共感力抜群 ある時「相談があ

る」と呼ばれて，CSP でロジャ

ースと話し合ったことがある。

Person-Centered Review誌を発

刊するので，日本から編集委員を

推薦してほしいとのことだった。

数名，日本人の名前を挙げた時，

ロジャースは柘植明子さんの名前

を挙げた。さらに数人挙げたとこ

ろで，ロジャースは「君もね」と

言って私を推薦した。この時私は，

自分の名前を挙げようかどうか迷

っていたのである。すかさず「君

もね」と入ってきたのには，あり

がたさと，彼の理解力に感嘆した。
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